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防
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供
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こ
と
も
十
分
注
意
を
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所
の
休
診

平
野
源
治
、
永
田

六
日

間

一二
一八五

一/臼

大
村
保
健
所
で
は
こ
の
た
び
鈴
団

地
区
の
結
核
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
次
の
期
間
中
休
診
し

ま
す
。
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科
だ
け
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診
療
)

ム
休
診
期
間
六
月
八
日
か
ら
十

四
日
ま
で
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週
間
)

(大
村
保
健
所
)

松
原

松
田
七
O

転
出
入
(
市
内
移
動
を
ふ
く

む
)
の
場
合
は
町
務
連
絡
員

(
町
総
代
)
を
さ
引
し

て
市
民
課

七
日
広
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、
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円
以
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日
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訪
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町
村
、
あ
る
い
は
地
区
普
及
事
務
一

生

育

を

促

す

。

川

桑

所
管
内
で
早
目
に
種
子
の
需
給
調
一
同
果
樹

1
山
麓
地
帯
の
傾
斜
地
や
沿
岸
地

製
を
な
し
、
不
足
種
子
数
量
を
早
一

1
柑

橘

一

帯

の

薬

園

で

は

‘

土

が

流

れ

な

い

最

近

の

天

候

は

不

安

定

な

た

め

、

一

七

月

一

川

水

積

一

く

掌

握

し

て

お

く

と

と

。

一

刊

病

害

虫

撞

か

病

、

黒

点

病

の

万

克

直

結

鰐

誌

お

一

大

村

山

岳

会

で

は

次

の

と

お

り

会

農
作
物
の
生
育
や
農
作
業
に
悪
影
了
概
況
上
旬
に
は
、
梅
雨
前
線
一

1
苗

イ

モ

チ

病

の

発

生

が

予

想

さ

一

間

甘

藷

一

発

生

が

ま

ア

し

く

な

る

の

で

時

一

ノ
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一

一

一

一

一

』

』

一

う

な

予

防

対一策
を
行
う
こ
と
。
一
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

響
を
お
よ
ほ
し
て
い
る
が
、
五
月
一
が
本
州
南
岸
沖
か
ら
日
本
海
ま
で
一
れ
る
の
で
早
期
発
見
に
よ
り
、
早
一
百
が
八
寸
程
度
に
伸
び
た
も
の
は
一
聞
を
見
て
少
石
灰
ポ
ル
ド
l
液一

2
水
害
を
受
け
た
場
合
の
応
急
対
一
な
お
本
年
度
の
計
画
な
ど
は
次
の

九
日
発
表
さ
れ
た
長
崎
一
梅
津
気
象
一
北
上
し
、
夏
型
と
な
る
時
期
が
あ
一
期
防
除
を
行
う
こ
と
。
一
順
次
挿
苗
レ
、
生
育
を
促
し
梅
雨
一
を
散
布
す
る
。
(
濃
度
は
四

l
一
策
は
概
要
次
の
之
お
り
。
一
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
山

台
の
予
報
に
よ
る
と
、
な
お
今
後
一
る
が
、
申
旬
に
は
西
日
本
ま
で
南
一

2
田
植
後
大
雨
が
あ
り
流
失
、
埋
一
に
よ
る
土
壊
流
亡
も
防
止
す
る
こ
一
五
斗
式
)
一
的
表
土
流
失
桑
園
一
地
の
風
物
、
そ
の
地
方
に
関
連
す

も
憂
慮
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
の
で
一
下
し
、
強
い
雨
を
降
ら
せ
る
お
そ
一
室
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
予
備
一
と
。
豪
雨
で
土
壊
流
亡
が
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し
い

一
菜
、
赤
ダ
ニ
に
対
し
て
は
新
葉
一
表
土
が
流
亡
し
株
や
枝
葉
が
倒
一
る
い
ろ
い
ろ
の
事
情
を
知
る
乙
と

今
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は
特
に
次
の
乙
と
に
注
意
の

一
れ
が
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り
、
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に
よ
る
と
、
台
風
一
百
代
の
設
置
を
考
え
て
お
く
乙
と

一
と
き
挿
苗
後
三
十
l
四
十
日
経
三

の
発
育
程
度
に
よ
り
ネ
オ
サ
ツ
ピ
一
れ
、
根
が
洗
い
流
さ
れ
た
よ
う
一
に
よ
っ
て
お
互
い
の
理
解
と
認
識

上
農
作
物
そ
の
他
の
対
策
に
遺
憾

一
が
近
づ
く
見
込
み
。
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一
予
備
苗
代
議
震
を
普
通
苗
代
一
も
の
は
追
肥

(
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安
、
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各
々
一
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ン
千
五
百
倍
ま
た
は
改
良
三
一
な
と
と
ろ
は
葉
や
株
唱
し
、
一
を
深
め
る
こ
と
は
有
意
義
と

き

の

民
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だ
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(
昭
和
三
十
三
年
五
月
九
日
長
崎
一
と
な
り
、
以
後
夏
型
の
晴
天
の
と
一
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、

サ
ン
;
は

一
い
の
で
、

ボ
ル
ト
l
液

散

布

を

行

一

硫

黄

ム

ロ

斉

液

を

散
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例
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桑

園

一

局

大

村
山
岳
会
本
部

海
洋
気
象
台
発
表

)

一

き

も

あ

る
が
雲
カ
叡
合
い
多
く
、
一
既
に
活
動
を
始
め
て
し
る
一
一
イ
一
う
乙
と
。
ま
た
土
寄
せ
を
行
い
、
一
例
土
壇
保
全
対
策
土
壊
流
亡
防
一
被
害
の
担
何
度
に
よ
り
そ
の
対
策
一

』

、

司

一

台

風
の
接
近
で

一
時
風
雨
が
強
ま
一
メ
イ
虫
の
一
化
期
は
六
月
下
旬
頃
一新
一
暑
に
疫
病
が
附
着
す
る
の
を
防
一
止
策
を
講
ず
る
。
た
と
え
ば
、
一
も
異
な
っ
て
く
る
が
、
多
く
の

一ム
申
込
期
日
六
月
十
旦
ぷ
で

(

紅
V
上
旬
は
順
調
に
梅
雨
型

一る
お
そ
れ
あ
り
。

一

に

や
ま
が
現
わ
れ
る
が
、
雨
天
が

一ぐ
こ
と
。
六
月
上
旬
に
天
気
の
良
一
誘
語
、
排
水
溝
の
設
置
や
敷
一
場
合
土
壌
が
酸
性
と
な
る
の
で
一
年
度
初
)
(
ず
い
時
受
付
け
ま

配
置
と
な
る
が
、
梅
雨
前
線
の
有
一

3
気
温
平
均
気
温
は
や
や
低
一
多
い
と
や
ま
が
乱
れ
て
発
生
や
防
一
い
日
を
見
計
ら
い
堀
り
取
る
。
長
一
葉
の
励
行
等
。
一
二
年
乃
至
三
年
は
続
け
て
反
当
一
す
。
申
込
書
は
委
員
会
に
用
意

一

め

。

ぷ

の

適

期

を

つ

か

み

に

く
い
の
で
育
長
き
雨
附
で
も
止
む
な
く
堀
一
け
追
肥
時
期
は
六
月
下
旬
i
七
て
一
一
十
貫
前
後
の
石
灰
を
施
す
必
一
し
て
い
ま
す
)

日
明
日
刈
段
以
パ
ド
ユ
4
雨
量
や
や
多
く
、
台
風
の
接
一
十
分
注
意
す
る
乙
と
。
早
期
栽
培
丁
取
る
場
合
は
、
ウ
ス
プ
ル
ン
八
一
月
上
旬
に
施
肥
す
る
。
施
肥
量
一
課
目
立
沼
市
計
均
一
ム
会
費
年
間
円
(
虫
色

か
な
り
雨
を
降
ら
せ
る
が
申
旬
は
一
近
で
一
時
的
に
多
量
の
降
雨
の
お
一

の
萎
縮
病
は
本
田
植
付
か
ら
六
月
一
百
倍
に
三
十
分
間
漫
漬
消
毒
し
、
一
は
樹
勢
、
結
実
量
等
に
よ
っ
て
一
る
こ
と
も
?
ら
れ
る
の
で
、
一
時
に
)

南
下
し
て
中
休
み
と
な
る
。
下
旬
一
そ
れ
あ
り
。

一中
旬
ま
で
が

一
番
多
く
感
染
し
、
一
水
洗
し
た
後
陰
乾
し
て
通
風
の
よ
一
加
減
す
る
が
、
犬
体
の
標
準
は
一

土
壊
消
毒
(
石
灰
チ
ツ
素
坪
当
一
ム
年
間
計
画
一
応
次
の
よ
う
に

か
ら
本
格
的
な
梅
雨
型
と
な
り
、
一
梅
雨
五
月
末
か
ら
始
ま
る
が
一
思
わ
ぬ
被
害
が
出
る
の
で
、
こ
の
一
い
暖
所
に
貯
蔵
す
る
。

一
年
間
施
肥
量
の
チ
ツ
素
二
割
、
一
二
百
匁
)
を
行

う

。

一

予

定

し

て

い

ま

す

。

局
部
的
に
大
雨
ち
懸
念
さ
れ
る
。
一
梅
雨
前
期
に
は
申
休
み
が
現
わ
れ
一
時
期
の
防
除
は
マ
ラ
ソ
ン
乳
粉
剤
一
同
そ
菜
一
燐
酸
三
割
、
加
里
四
l
五
割
と
一
村
浸
水
桑
園
‘
一
六
月
黒
髪
山
登
山
(
佐
賀
)

2
天
気
(
前
半
)
梅
雨
現
象
が
玄
。

梅
雨
末
期
の
貿
易
頃
に
一
や
ホ
リ
ド
ー
ル
等
で
徹
底
的
に
行
一
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ぎ
排
水
一
す
る
。

一

水

が

獄

る

と

同

時

に

排

水
を
は
一
八
月
九
千
都
市
(
雲
仙
)

時
々
不
明
瞭
と
な
り
、
平
年
に
比
一
は
、

高
気
圧
を
一
一
陸
沖
に
南
下
し
一
う
乙
と
。
一
を
よ
く
し
、
重
し
て
病
害
の
防
一

2
枇

杷

一

.

か

り

、

耕

転

し

て

日

の

空

気
一
九
月
九
重
山
。
(
大
分
)

し
天
気
は
よ
い
見
込
み
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一
て
梅
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な
る
模
様
。
梅
一

ω
夢

一

除

に

つ

と

め

る
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雲
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腕

豆

の

一

刊
芽
掻

収
穫
後
果
痕
よ
り
発
生
一
を
増
加
す
る
よ
う
、
反
当
一
十
月
全
九
州
山
岳
体
育
大
会
書

(
後
半
)
梅
雨
が
本
格
化
し
、
雨
一
雨
明
げ
は
七
月
申
旬
頃
で
、
昨
年
一
①
麦
は
雨
害
の
た
め
種
子
確
保
に
一
ウ
ド
ン
粉
病
が
出
る
の
で
防
除
す
一
け
れ
蹴
沼
町
長
軒
目
一
一
一
丁
三
十
貫

の

説

話

づ
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七
月
の
天
候
予
報
と
農
作
物
の
対
策
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六
月
分
お
米
配
給

内

地

米

十

四

日

徳
用
米
②
(
台
湾
米
)
六
日

③
(
舛
米
)
十
五
日

計

三

十

五

日

山
岳
会
員
を
募
集

多
彩
な
年
間
計
画


